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12
月
8
日
か
ら
22
日
の
15
日
間
、
井
原
市
議
会
12
月
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。日

本
共
産
党
の
森
本
市
議
は
、
12
月
11
日
に
８
項
目
を
質
問
し
、
市
長
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

森
本
市
議
は
、
今
回
の
質
問
で
平
成
元
年
６
月
市
議
会
の
初
質
問
か
ら
連
続

１
０
３
回
目
の
質
問
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
間
の
質
問
項
目
の
総
計
は
６
４
３
項
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

内
２
件
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

井原市のマスコット
キャラクター

「でんちゅうくん」

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
の
延
長
を

 
地
域
活
性
化
の
た
め
こ
の
制
度
の
創
設
を
提
言
し
た
私
と
し
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
の
実
施
を
切
望
し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
年
度
も
継
続
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
補
助
限
度
額
２
０
万
円
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、

申
請
回
数
の
制
限
を
な
く
す
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

来
年
度
も
継
続
し
、
申
請
回
数
も
複
数
可
能
に

市
民
の
皆
さ
ま
方
や
市
内
の
建
築
業
者
の
方
か
ら
、
多
く
の
ご
利
用

を
い
た
だ
き
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
、
来
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

申
請
回
数
の
制
限
を
な
く
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
に
は
結
論

を
出
し
た
い
。
結
論
が
出
れ
ば
来
年
度
か
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

補
助
限
度
額
の
２
０
万
円
の
範
囲
内
な
ら
ば
、
同
一
年
度
内
と
い
う

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
今
後
、
し
っ
か

り
研
究
し
来
年
度
予
算
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

三宅 文雄議員◆災害時におけるライフラインの確保について ◆地域ブランドの推進について

坊野 公治議員◆人口減少対策について

柳井 一徳議員◆今後の天神峡および周辺の施設整備について

荒木 謙二議員◆「イバラノミクス」について ◆いばらぐらし住宅新築補

助金・住宅リフォーム補助金について

簀戸 利昭議員◆地域おこし協力隊について ◆鳥獣の保護及び狩猟の適正

化に関する法律の一部を改正する法律について

大滝 文則議員◆井原市の振興政策について

河合 謙治議員◆井原市第６次行政改革大綱・集中改革プランについて

森本 典夫議員◆公共施設のバリアフリー化について ◆自動体外式除細動器（ＡＥＤ）をすべての公共施

設に設置することについて ◆美星地域に新たな市営墓地を造成することについて ◆市が

避難施設に指定している建物の耐震診断の実施について ◆老朽水道管の布設がえ計画につ

いて ◆市民病院の救急車受け入れの基本的考えと急患の受付時間が厳密すぎることについ

て ◆住宅リフォーム補助制度の延長について ◆岩倉町宮ノ端交差点以西の県道上稲木東

江原線の歩道整備について

佐藤 豊議員◆高梁川流域自治体連携モデル事業について ◆鳥取・岡山アンテナショップについて

◆リフレッシュ公園に健康・介護予防遊具の設置について ◆青少年健全育成や地域貢献に

対する本市の顕彰状況について

西田 久志議員◆井原市における買い物弱者対策について

惣台 己吉議員◆道路の橋梁やトンネル等の長寿命化対策について ◆市民への情報伝達の多様化・迅速化

について

藤原 浩司議員◆不法投棄対策等、及び電気自動車充電施設の進捗について ◆災害対策等、全般について

この「井原民報」は森本ふみお市議のブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます

２０１４年（平成２６年）井原市議会１２月定例会での質問議員の項目

岩
倉
町
宮
ノ
端
交
差
点
以
西
の
県
道
上
稲
木
東
江
原
線
の

歩
道
整
備
の
進
み
具
合
は

 
私
は
、
平
成

25
年
６
月
の
一
般
質
問
で
岩
倉
町
宮
ノ
端
交
差
点
以

西
の
県
道
上
稲
木
東
江
原
線
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

現
在
、
詳
細
設
計
を
実
施
中
 

 
岡
山
県
か
ら
は
「
平
成

26
年
度
に
お
い
て
詳
細
設
計
を
実
施
中
で
あ

り
、
計
画
内
容
に
つ
い
て
地
元
関
係
者
と
協
議
を
行
い
、
ご
了
解
を
い

た
だ
い
た
の
ち
に
用
地
買
収
を
行
い
、
工
事
の
実
施

へ
と
進
め
る
考
え
で
あ
る
」
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

質問する森本市議
（井原放送より）

森
本
市
議
は
、
下
欄
の
議
員
の
質
問
項
目
の
一

覧
の
通
り
、
右
の
２
件
を
含
む
合
計
８
項
目
の
質

問
を
し
て
市
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。



６ 月 ９ 月 1２月 ２ 月 ６ 月 9月 12月

西村 慎次郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

河 合  謙 治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

荒 木  謙 ニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

柳 井   一 徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

惣 台   己 吉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

三 宅   文 雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

坊 野   公 治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

藤 原   浩 司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

上 野   安 是 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

簀 戸   利 昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

西 田   久 志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

三 輪   順 治 ○ ○ ○ ○ 4

大 滝   文 則 〇 ○ 2

大 鳴   二 郎 ○ ○ ○ ○ ○ 5

宮 地   俊 則

佐 藤    　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

井 口       勇 ○ ○ ○ 3

森 下   金 三 ○ 1

藤 原   清 和 ○ 1

森 本   典 夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

質 問 者 合 計 15 16 16 14 16 13 12 102

 平成２５ 年

井 原 市 議 会 定 例 会
一 般 質 問 状 況 一 覧

平成２６年

議　　          　　長

議  員  名
質 問
回 数

日
本
共
産
党
井
原
市
委

員
会
（
森
本
ふ
み
お
委
員

長
：
井
原
市
議
）
が
11
月

18
日
井
原
市
役
所
で
瀧
本

豊
文
井
原
市
長
に
「
平
成

27
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
の
要
望
書
」
を
手
渡
し
、

要
望
に
対
す
る
回
答
を
い

た
だ
き
１
時
間
余
り
懇
談

し
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
瀧
本
市
長
、

片
山
教
育
長
、
長
野
総
務

部
長
、
三
宅
総
務
部
次
長
、

山
田
教
育
次
長
が
、
日
本

共
産
党
か
ら
は
、
森
本
市

議
、
石
井
元
市
議
ら
９
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
要
望
は
、
日
本
共

産
党
が
毎
年
新
年
度
の
予

算
編
成
時
期
に
お
こ
な
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
度
も
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
１
１
１
項
目
の

要
望
等
を
文
書
に
し
「
新

年
度
の
予
算
編
成
の
中
で

取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

市
長
は
最
後
に
「
市
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
進
め

て
い
く
。

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
さ

ら
な
る
ご
協
力
ご
支
援
と
、

こ
う
し
た
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
。
」
と

話
さ
れ
ま
し
た

２０１４年(平成２６年)１２月２５日 井 原 民 報（第１３５号） （２）

日本共産党の森本市議はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

森本市議の無料なんでも

生 活 相 談
と き 毎週火曜日 午前１０時～１２時

ところ 共産党市議事務所 井原町103

でんわ ６２－６２００ (党市議事務所)

６２－６０６１ (森本ふみお宅)

井原市議会１２月定例会で可決した
平成２６年度一般会計補正予算中、歳
出（支出）の主なものはつぎのとおり
です。（▲ は減額です）

●▲３,８６４万余円・・人件費(一般職、特別職)

● １９８万余円・・地区集会所（３カ所）等整備

事業補助金

● １,５００万円・・住宅リフォーム補助金

● ３,５００万円・・いばらぐらし住宅新築補助金

● １２０万円・・地域づくり事業補助金

● ４００万円・・防犯灯設置費補助金

● ３,０４９万余円・・国庫負担金等精算返還金

● ６３９万余円・・介護保険事業特別会計繰出金

●１,９００万円・・市立保育園保育実施委託料

● ７４万円・・総合型ＧＩＳ活用街路灯整備事業

●▲９２３万余円・・井原地区清掃施設組合負担金

● ３２４万円・・農地台帳システム更新委託料

●▲２,４２３万円・・井原地区消防組合負担金

● ６３５万円・・理科教育等設備整備事業

● ３２０万円・・木之子中学校営繕工事

● ２７０万円・・市内４中学校空調設備設置事業

● ２２１万円・・芳井幼稚園備品等整備事業

師
走
に
入
り
、
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

に
は
、
今
年
一
年
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

十
二
月
十
四
日
投
開
票
さ
れ
た
衆
議
院
選
挙
で
日
本
共
産
党

は
、
改
選
八
議
席
の
二
倍
を
上
回
る
二
十
一
議
席
を
獲
得
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
新
し
い
国
会
で
、
総
選
挙
で
獲
得
し

た
新
た
な
地
歩
を
縦
横
に
活
用
し
て
、
大
奮
闘
す
る
と
と
も
に
、

国
会
内
外
の
力
で
安
倍
政
権
の
暴
走
を
包
囲
し
、
日
本
の
政
治

を
変
え
る
た
め
に
頑
張
り
ぬ
き
ま
す
。

私
は
、
来
年
も
市
民
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
『
要
求
の
あ
る

と
こ
ろ
日
本
共
産
党
あ
り
』
と
い
う
立
場
で
活
動
し
ま
す
。

そ
し
て
、
憲
法
と
平
和
を
守
り
、
地
域
経
済
と
住
民
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
奮
闘
い
た
し
ま
す
。
来
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
十
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
十
二
月

井
原
市
議
会
議
員

森
本

典
夫

要望書を渡す森本市議(左)

日
本
共
産
党
が
市
長

に
要
望
書
を
渡
す

井
原
市
議
会
は
、
「
井
原
バ
ス
セ
ン
タ
ー
」
「
井
原
市
芳
井
健

康
増
進
福
祉
施
設
あ
す
わ
」
「
い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館
」

の
３
施
設
を
左
記
の
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
を
全
会

一
致
で
議
決
し
ま
し
た
。

◎
井
原
バ
ス
セ
ン
タ
ー
・
・
・
北
振
バ
ス
株
式
会
社

◎
井
原
市
芳
井
健
康
増
進
福
祉
施
設
あ
す
わ

・
・
・
株
式
会
社
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
＆
ラ
イ
フ

◎
い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館
・
・
・
社
会
福
祉
法
人

井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

井原市議会１２月定例会で１１議
案が上程され審議の結果すべて原案
通り可決されました。

その中で、子ども子育て支援法の
施行に伴い、下記の条例が新たに制
定されました。

◆井原市特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例

◆井原市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する条例

◆井原市放課後児童健全育成事業の
設備及び運営に関する基準を定め
る条例

請
願
審
査
結
果

１ ２ 月 市 議 会 で
条例３件が制定される

●
年
金
削
減
の
取
り
や

め
と
最
低
保
障
年
金

制
度
の
実
現
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
つ

い
て
の
請
願

 
・
・
・
不
採
択


